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【農業委員会事務局】

評価の総括

【評価について（現状と課題）】
　農業委員会事務局の業務計画に位置付けた重点事業は４事業であり、違反転用対策については、予防
的な取組みである農地パトロールや解消のための是正指導を行っていますが、是正中の違反が解消され
ていないため、Ｂ評価としています。その他３事業については、概ね順調に進捗しており、Ａ評価とし
ています。
　違反転用対策については、予防や初動対応が重要であり、農家への普及・啓発活動や定期的に農地パ
トロールを実施する必要があります。また、違反を解消するためには、神奈川県や市の都市部等関係機
関と連携して粘り強く指導を行っていく必要があります。

【今後の方向性】
　「農業委員会等に関する法律」の一部改正が国会で成立し、農業委員会の在り方が大きく変更されま
す。政令等の改正に合わせ、必要に応じた事務事業の見直しを行います。具体的には、選挙人名簿登載
申請書に係る事務を廃止し、市の関係課やＪＡ等と協議し、農業委員や新たに設置する農地利用最適化
推進委員の選任手続き等の運用を確立していきます。
主な業務である農業委員会事務管理については、概ね順調に進捗しており、引続き、適正に事務処理を
行っていきます。

平成２７年度業務棚卸評価における事務事業数

平成２６年度の取組に対する評価と事業の方向性
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平成２７年度の新規事業
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【新規事業名】



Ｂ評価の主な事業（業務棚卸しにおける事務事業全体の決算額が１００万円以上）

Ｃ評価の主な事業

Ｄ評価の事業

Ｅ評価の事業

Ｚ評価の事業
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Ａ評価以外の事業の内訳

事業の方向性の内訳



農業委員会事務局における課題の整理と事業手法の検討
　※各課においてB～Z評価とした事業及びA評価の中で課題のある事業を掲載。
農業委員会事務局

違反転用については、粘り強く指導を行っているものの、なかな
か解消が難しく、農家への普及・啓発活動や農地パトロールの実
施による予防及び初動段階の早期対応が重要である。

農地基本台帳の整備・保
管

Ａ
農地情報の把握管理及び利用促進を図るためには、定期的に農地
台帳システムの補正を行うとともに農地情報を収集することで農
地台帳の精度を高める必要がある。

事業手法の検討（広域連携及び公民連携の視点）
【広域連携の視点】
既に湘南地区農業委員会連合会として、藤沢市・鎌倉市・寒川町と合同による農業委員の合同研修会を
開催していますが、 「農業委員会等に関する法律」の一部改正については、三市一町で情報交換を行う
等、連携して対応していきます。

事業名
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違反転用対策 Ｂ


